
資 料 ５
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（２）第２回専門部会等を踏まえた事業内容の修正について



基本目標１

2

主要
事業

意見 修正前 修正後

①
（庁内での検討）
活動内容をより正確に測る指標として、活動
指標修正

【活動指標】
相談援助技術向上に向けた研
修回数
【目標値】
令和７年度：10回
令和８年度：12回
令和９年度：12回

【活動指標】
相談援助技術向上に向けた研
修受講者数
【目標値】
令和７年度：50人
令和８年度：60人
令和９年度：60人

●施策１-１「こどもの権利が守られ、こどもたちが自分らしく育つ環境づくり」



基本目標１
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主要
事業

意見 修正前 修正後

その
他事
業

「母子家庭」、「父子家庭」「ひとり親家
庭」の使い分けはあるのか。
また、「保育ママ」というのは通称なのか、
そういう制度がちゃんとあるのか。今男性の
育児の講座が開かれるようだが、「保育パ
パ」はいないのかというところも気になる。

【実施計画事業名一覧】
・母子及び父子家庭への支援

・ひとり親家庭への支援

●施策１-２「こども・子育て家庭を地域や社会全体で支える環境づくり」



基本目標１
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主要
事業

意見 修正前 修正後

⑤

デジタルの弊害を打破するのが読書活動。こ
どもたちの読書活動のきっかけづくりが重要。
読書活動の推進に本に親しむきっかけづくり
になる読み聞かせの推進をいれるのはいかが
か。

【事業概要】
各学校で読書活動計画を作成
し、読書の時間や機会の確保、
読書週間の取組など、児童・
生徒の発達段階に応じた読書
活動の充実と読解力の向上を
図ります。

【事業概要】
各学校で読書活動計画を作成
し、読み聞かせの推進や読書
の時間・機会の確保、読書週
間の取組など、児童・生徒の
発達段階に応じた読書活動の
充実と読解力の向上を図りま
す。

主要事業⑤2つ目の事業概要の「総合的な学習
（探究）の時間」が正しいのではないか。
小中学校では「総合的な学習の時間」高等学
校では「総合的な探究の時間」というので確
認いただきたい。

【事業概要】
区立図書館は、区立小中学校
の読書学習司書と連携し、学
校図書館の運営支援のほか、
図書の貸し出しや総合的な学
習の時間（探究）への支援を
行います。

【事業概要】
区立図書館は、区立小中学校
の読書学習司書と連携し、学
校図書館の運営支援のほか、
図書の貸し出しや総合的な学
習の時間の「調べ学習」への
支援を行います。

●施策１-３「豊かな人間性と確かな学力を身に付け、グローバル社会を創造的に生きる
こどもの育成」



基本目標１
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主要
事業

意見 修正前 修正後

②
特別支援教育の充実という主要事業があるが、
将来的には、インクルーシブ教育という、文
言を併記してもらえたらと思う。

【事業概要】
■障がいのある児童・生徒一
人ひとりの教育的ニーズに応
じた多様な学びの場を整備し
ます。
■研修などを通じて、教職員
が障がいや特別支援教育に係
る理解を深めます。

【事業概要】
■障がいのある児童・生徒と
障がいのない児童・生徒がと
もに学ぶことをめざすととも
に、一人ひとりの教育的ニー
ズに応じた多様な学びの場を
整備するインクルーシブ教育
システムの構築に向けて、教
員の資質・専門性の向上や校
内における支援体制を充実さ
せます。

③

主要事業③いじめ対応、不登校児童・生徒へ
の支援の活動に「授業力の向上」をいれられ
ないか。小学校の先生は全体をみる力が大事。
授業が楽しい、となると不登校防止にもつな
がると考えている。不登校防止のために授業
力の向上が大事と考える。

【事業概要・活動】
関連する内容の記載なし

【事業概要】
■学校で過ごす時間の中で最
も長い「授業」を改善するこ
とにより、こどもたちの個性
に合った柔軟な学びを実現し、
こどもたちが前向きに学べる
ようにします。
【活動】
1－3主要事業⑦「教師力の
向上」活動再掲

●施策１-４「一人ひとりが自分らしく学べ、個性と能力を伸ばす教育環境の整備」



基本目標２
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●施策２-１「高齢者一人ひとりが充実した暮らしを送るための環境の整備」

主要
事業

意見 修正前 修正後

③

主要事業③について、施策の指標ではスポー
ツ関係や趣味関係も社会参加に含まれている
が、活動指標はいずれも就労活動支援に関わ
るものになっている。就労に限らない部分に
対応するものが主要事業にはなくてもよいの
か。

【活動名】
シルバー人材センターでの就
労活動支援

シルバー人材センターでの就
労・社会奉仕活動等支援

就労のことしかあがっていないのは問題に思
う。地域の中で、高齢者が参加できる仕組み
が必要。高齢者の社会参加は、多世代の社会
参加に組み込んでいかないといけない。その
あたりの仕組みづくりを区で行うことが大変
必要。また、働きながらも余裕をもって地域
の活動に参加できるような仕組みも、アイデ
アを出しあってつくるべきだと思う。



基本目標２
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●施策２-２「本人の意思に寄り添う権利擁護の推進」

主要
事業

意見 修正前 修正後

①

主要事業①のＤＶについて、親同士の喧嘩等
を目の当たりにすることで、結局こどもの生
きる力を削いでしまうことが問題となってい
る。これは不登校やひきこもりの大きな一因
にもなっていくので、ＤＶという点ではこの
施策に収まるが、他の施策にも影響するもの
であるということを認識しながら位置付けて
いく必要がある。

【事業概要】
また、周知方法の工夫などの
検討を進め、DVをはじめと
する困難な問題を抱える女性
等を適切な支援につなげます。

また、周知方法の工夫などの
検討を進め、他機関と連携し
ながら、DVをはじめとする
困難な問題を抱える女性等を
適切な支援につなげます。ＤＶについて、啓発や相談が大事な一方で、

その解決というのはなかなか難しい。先の対
応として、具体的に踏み込める体制を増やす
という形も大事ではないか。



基本目標２
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●施策２-５「人々の相互理解と交流の促進」

主要
事業

意見 修正前 修正後

①

高齢の外国人は母語でしか話せない人が多い。
外国人を労働者ではなく生活する人として受
け入れ、何か一緒にやれることを今のうちに
作っておかなければならない。

【事業概要】
…特別出張所や地域団体と連
携した「18色の国際都市事
業」等を通し、各地域の特色
を活かした国際都市おおた大
使や国際交流員との交流を促
進することで、国際理解・国
際交流を推進します。

…特別出張所や地域団体と連
携した「18色の国際都市事
業」等を通し、外国人の視点
を採り入れながら、各地域の
特色を活かした国際都市おお
た大使や国際交流員との交流
を促進することで、国際理
解・国際交流を促進します。

地域の活動にも外国人の視点を取り入れる
（活動例：防災訓練）など、安心して暮らせ
るところだというイメージを作らなければな
らない。

（庁内での検討）
「Mintoフレンズ」の補足説明について、よ
り適切な表現に修正

【事業概要】
おおた国際交流センターのサ
ポーターである「Mintoフレ
ンズ」の拡充を図り…

区の多文化共生推進のサポー
ターである「Mintoフレン
ズ」の拡充を図り…

②

（庁内での検討）
活動「国際交流団体の支援及び連携促進」に
ついて、令和６年度最新値がすでに目標値を
達成していたため、活動指標「交流団体の
数」の数値を修正

【目標値】
令和７年度：４２団体
令和８年度：４３団体
令和９年度：４４団体

令和７年度：４５団体
令和８年度：４６団体
令和９年度：４７団体



基本目標２
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●施策２-６「地域全体での健康づくりの推進と地域医療の充実」

主要
事業

意見 修正前 修正後

全体
体の健康についてはかなり書いてあるが、こ
ころの健康に関するところが弱いのではない
か。

【主要事業①事業概要】
働く世代等に対して、健康の
保持・増進を目的に生活習慣
病の予防と健康に関する正し
い知識を啓発します。

働く世代等に対して、健康の
保持・増進を目的に生活習慣
病の予防と心身の健康に関す
る正しい知識を啓発します。



基本目標２
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●施策２-７「スポーツの楽しさが広がる環境の整備」

主要
事業

意見 修正前 修正後

①

主要事業①について、イベント内容に満足し
た参加者の割合はどのようにとっていくのか。
令和９年度の目標値が100％というのは相当
強気だと思う。無理があるのではないか。

【活動指標】
イベント内容に満足した参加
者の割合

【目標値】
令和７年度：８０％
令和８年度：８０％
令和９年度：１００％

イベントの延べ参加者数

（区民スポーツまつり）
令和７年度：１５，０００人
令和８年度：１５，５００人
令和９年度：１６，０００人

（ＯＴＡウォーキング）
令和７年度：４５０人
令和８年度：５００人
令和９年度：５００人



基本目標３
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●施策３-１「脱炭素化の推進と豊かな自然の継承」

主要
事業

意見 修正前 修正後

③

「再エネ電力の調達」の活動について、令和
７年度「拡大」、令和８年度「拡大検討」、
令和９年度「拡大」となっているが、何を表
しているのかわかりにくいのではないか。

【目標値】
令和７年度：拡大
令和８年度：拡大検討
令和９年度：拡大

※目標値については、実施計
画策定までに定量的な数値へ
の変更を検討



基本目標３
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●施策３-３「区内企業の自己変革の促進」

主要
事業

意見 修正前 修正後

①

（庁内での検討）
「デジタル受発注プラットフォーム構築・拡
大事業」について、修正前の目標値は区外の
参画企業増加数を含めた値であったことから、
区内の参画企業増加数に限定した値に修正。

【目標値】
令和７年度：40件
令和８年度：60件
令和９年度：60件

令和７年度：20件
令和８年度：20件
令和９年度：20件

②

「デジタル化支援事業」の年度別計画の目標
の単位は、参加人数か、参加事業者数か、ど
ちらと捉えればよいか。

【目標値】
令和７年度：25人
令和８年度：25人
令和９年度：25人

令和７年度：20社
令和８年度：20社
令和９年度：20社

「（仮）キャッシュレス決済事業」の年度別
計画の目標の単位（参加店舗開拓数）につい
て、考え方が分かりにくいのではないか。

【単位】
参加店舗開拓数
【目標値】
令和７年度：5,250件
令和８年度：5,500件
令和９年度：5,500件

※活動単位及び目標値につい
ては、実施計画策定までに定
量的な数値への変更を検討



基本目標３
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●施策３-６「活気あふれる商店街づくりと魅力ある観光資源の創出・発信」

主要
事業

意見 修正前 修正後

③
商店街の支援として挙げている活動が、個店
支援にも繋がるということが分かるようにし
た方が良い。

【事業概要】
商店街のイベントや専門（外
部）人材を活用した宣伝広告
活動への補助、巡回相談など、
商店街の主体的な賑わい創出
の取組や持続可能な運営基盤
を確立するための取組に支援
を行います。

【事業概要】
商店街のイベントや専門（外
部）人材を活用した宣伝広告
活動への補助、巡回相談など、
商店街の主体的なにぎわい創
出の取組や持続可能な運営基
盤を確立するための取組に支
援を行い、これにより商店街
の活性化やそれに寄与する個
店の成長に繋げます。



基本目標４
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主要
事業

意見 修正前 修正後

①

「倒れないまちづくりの推進」について。活動の
内容を見て、不安に思うところがあった。助成を
手厚くするのは限界があるとは思うが、啓蒙・啓
発についてはしっかりやって、コンサル派遣まで
たどり着いてもらえるようにするのも重要。

【事業概要】
・耐震コンサルタント等、専
門家派遣による耐震化支援と
ともに、耐震診断・設計・改
修工事（木造除却含む）にか
かる費用の一部を助成し建築
物の耐震化を促進します。

・耐震コンサルタント等、専
門家派遣による耐震化支援と
ともに、耐震診断・設計・改
修工事（木造除却含む）にか
かる費用の一部を助成し建築
物の耐震化を促進します。

・区報・区HPをはじめとし
た広報活動とともに、緊急輸
送道路等沿道建築物所有者へ
の個別訪問や、イベント出展
等による普及啓発を行うこと
で耐震改修機運の醸成を図り、
倒れない、災害に強いまちづ
くりに取り組みます。

個人にかかわるものが４－１では大きい。個
人の財政力の問題もあり、区の取組にも限界
はある。そのため助成を検討してもらうとこ
ろまで、啓蒙をしっかり行うことが重要。個
人の財産にかかわるような内容を含むが、そ
れも含めて計画に掲載してほしい。

重要度をつけて、工事の助成の例などを周知
して啓蒙していくなど、メリハリをつけて、
モデル的に行っていくとよい。重要度をデー
タ分析した上で、モデル的に実施して事例を
出現させることで、このようにできるのか、
ということが周りに伝わっていく。

●施策４-１「災害に強く回復しやすい減災都市の実現」



基本目標４
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主要
事業

意見 修正前 修正後

②

行政が手を付けられるインフラについては
着実に進めることができる。しかし木密地域
などの民有地については、助成があっても進
められない人が残ってしまっている。実施計
画においては見た方が、「やってみよう」と
思えるようなつくりこみをしてほしい。例え
ばQRコードを入れるとか。区民の協力が必要
なものは、一般の区民が見てすぐ取り掛かれ
るというところまで整え、協力のハードルを
下げるような仕組みづくりができるとよい。

ー
※実施計画書内に災害に強い
まちづくりに関する補足説明
を追加

●施策４-１「災害に強く回復しやすい減災都市の実現」



基本目標４
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主要
事業

意見 修正前 修正後

⑤
（庁内での検討）
大田区高台まちづくり基本方針（素案）の策
定に伴い、実施計画の記載を修正

【事業概要】
区のハザードマップによる被
害想定を踏まえ、地域別の水
害危険性の分析に基づく課題
抽出や対応方針の検討を行い、
高台整備の必要性の高い地区
を抽出し、長期的には高規格
堤防の整備を検討し、短中期
的には、公園等の公共施設や
建築物等による高台確保を検
討しました。令和７年３月策
定の「高台まちづくり基本方
針」に基づく高台整備に関す
る具体の事業計画として個別
事業エリアを定め、整備スケ
ジュール、事業手法、想定事
業費など詳細な事業検討を進
めていき、区民の生命・財産
を守る高台まちづくりを推進
していきます。

区のハザードマップによる被
害想定を踏まえ、地域別の水
害危険性の分析に基づく課題
抽出や対応方針の検討を行い、
高台整備の必要性の高い地区
を抽出し、短期では、建築物
を利用した垂直避難、命を守
る避難場所の確保の検討、中
期では、高台の公園や建物等
を拡充した避難拠点の確保の
検討、長期では、多摩川流域
に高規格堤防を整備し、その
上を高台のまちとして再整備
することを検討します。令和
７年３月策定の「高台まちづ
くり基本方針」に基づき、区
民の生命・財産を守る高台ま
ちづくりを推進していきます。

●施策４-１「災害に強く回復しやすい減災都市の実現」



基本目標４
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主要
事業

意見 修正前 修正後

①

（庁内での検討）
「実戦型本部運営訓練」という表現について、
「実戦」というと誤解を生む恐れがあるため
修正

【事業概要】
従来の図上訓練に加え、予想
外の事態にも的確に対応でき
るよう、被災現場を想定した
模擬訓練場等で、実際に関係
機関が救助活動を行う実動訓
練と連携することで、区の指
揮・統制能力を高める実戦型
本部運営訓練を行います。

【活動】
実戦型本部運営訓練

従来の図上訓練に加え、予想
外の事態にも的確に対応でき
るよう、被災現場を想定した
模擬訓練場等で、実際に関係
機関が救助活動を行う実動訓
練と連携することで、区の指
揮・統制能力を高める実践的
な本部運営訓練を行います。

本部運営訓練

●施策４-２「地域力を活かした防災対策の推進」



基本目標４
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主要
事業

意見 修正前 修正後

②

各地域で災害に対する活動を様々やっている
が、参加者は自治会町会の役員や意識が高い
人が多い。しかし訓練をしている人自身が被
災したら動けなくなってしまうので、災害対
策として自助の意識をあげていくことにウエ
イトをおいてほしい。

【事業概要】
・訓練を通じて確認できた成
果や課題は各種会議・講話等
の場や区HP等を活用して広
く共有するほか、マイ・タイ
ムライン等、自助の取り組み
の普及啓発等を通じ、防災意
識の高揚と知識の向上、行動
喚起を図ります。

【活動】
ー

・訓練を通じて確認できた成
果や課題は各種会議・講話等
の場や区HP等を活用して広
く共有します。
・マイ・タイムラインや在宅
避難等、自助の取り組みの普
及啓発や訓練の成果共有を通
じ、防災意識の高揚と知識の
向上、行動喚起を図ります。

防災意識高揚事業 ※追加

学校防災拠点に入れる人は1,500人程度とさ
れているが、実際にはそれだけの人は入れな
い。そのため基本的には在宅避難とし、それ
が難しい人は学校防災拠点に来てもらうとい
うのがよい。

防災意識の高揚が重要というのは委員の共通
認識。「防災意識の高揚と自ら避難行動等が
判断できる環境づくり」において防災訓練の
記載があるが、参加者は防災意識が高いなど
一定以上の人。それよりも下のレイヤーの人
達の防災意識を高揚するような取組があると
よい。

いかに一般の人に意識を持ってもらうかが重
要。

●施策４-２「地域力を活かした防災対策の推進」
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主要
事業

意見 修正前 修正後

③

消費者力の向上について、事業概要を読んで
も個人の消費者力をあげていくということが
読み取りにくい。２段落まで読んでようやく
内容が分かるが、文章は分かりづらい。

【事業概要】
・消費生活に係わる情報提
供・生活技術習得のための講
座を実施し、区内自主グルー
プが行う消費者問題の学習会
に講師を派遣します。また消
費者問題を広くPRし、消費
者問題を考える展示・発表の
場として区内の消費者団体と
の共催により生活展を開催し
ます。さらに資料コーナー・
展示場では消費者が消費者問
題について学び判断できる力
を養うため、消費生活に関す
る展示及び図書、ＤＶＤ、資
料等を用意しています。

・安全・安心かつ豊かな消費
生活を送るための講座を実施
するとともに、区内自主グ
ループが行う学習会に講師を
派遣します。また、資料コー
ナー・展示場では消費者が消
費者問題について学び判断で
きる力を養うため、消費生活
に関する展示及び、図書、Ｄ
ＶＤ、資料等の閲覧・貸出を
行います。さらに、消費者問
題を広くPRし、消費者問題
を考える展示・発表の場とし
て区内の消費者団体との共催
により生活展を開催します。

書きぶりや表現を再検討してほしい。

●施策４-３「治安がよい美しいまちの実現」
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主要
事業

意見 修正前 修正後

①
②
③

４－４においては、ビジョンを多く策定して
いる。それぞれの主要事業の事業概要におい
て、それぞれの地域の方針をブラッシュアッ
プしながらしっかり実現していくという表現
が事業概要にあるとよい。

ー

※３つの主要事業に対して、
実施計画書内にそれぞれのグ
ランドデザインに関する補足
説明を追加

施策の方向性名と主要事業名が同じになって
いる。それぞれのまちの主要なコンセプトま
で示されておらず、ただこういうことをやり
ますということだけが書いてあり、意見を出
しにくい。

蒲田と大森の違いについて、鉄道の利便性な
どの違いがある。そのような違いを踏まえて
ほしい。

３つのまちづくりの特徴やビジョンをきちん
と描くべき。新空港線の動画などもあるので、
それぞれの地域のビジョンを見せていったほ
うがよい。今の内容だとよいか悪いか言えな
い。

空白部分に書いてあると分かりやすいと思っ
た。確定的な資料があればQRコードで飛べる
とよい。

●施策４-４「地域の魅力を活かした拠点づくり」
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主要
事業

意見 修正前 修正後

③
（庁内での検討）
平和島駅周辺地区に関するまちづくりを主要
事業に追加

【主要事業名】
下丸子駅周辺地区のまちづく
り

【事業概要】
※平和島駅周辺地区のまちづ
くりに関する記載なし

【活動】
※平和島駅周辺地区のまちづ
くりに関する記載なし

身近な地域の魅力づくり

・平和島については、令和６
年度に策定した「平和島駅周
辺地区グランドデザイン」に
基づいて、公民連携によりま
ちづくりを進めます。
・平和島駅前において課題と
なっている歩行者環境改善対
策に向けて取組を進めます。

・平和島駅周辺地区まちづく
りの促進
・平和島駅前の歩行者環境改
善対策

※グランドデザインに関する
補足説明も追加

●施策４-４「地域の魅力を活かした拠点づくり」
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主要
事業

意見 修正前 修正後

③

都市計画道路の主要事業について。区がしっ
かりできることに限定した記載だと思うが、
都道や国道への働きかけなどの文言も計画内
に記載し、総合的に良いネットワークを作っ
ていくということが区民に伝わるとよい。表
現を検討してほしい。行政として外部のこと
を記載しにくいのは分かるが、区民から見れ
ば総合的な道路ネットワークの実現が大事。

【事業概要】
主要幹線道路間の円滑化を図
り、安全で快適な歩行者空間
を確保するため、街路整備を
推進します。

都市計画に関する基本的な方
針である「大田区都市計画マ
スタープラン」に基づき、主
要幹線道路間の円滑化を図り、
安全で快適な歩行者空間や自
転車等の走行環境を確保する
ため、国道や都道も含めた街
路整備を推進し、他区や隣接
県を広域的に連絡する道路
ネットワークの形成を進めま
す。

都市計画マスタープランにも言及してほしい
と思う。そちらで山ほど議論している。

蒲田・大森・調布の３つの地域間の利便性は
悪い。手近なものは自転車だと思っている。
バスなどを使うより電動自転車を使った方が
早い場合も多い。区道だと道は狭いが自転車
は通るので、安全に自転車が通れる区道の整
備という観点も重要ではないか。

都市計画道路の整備の事業概要「安全で快適
な歩行者空間」に自転車に関する記載を加え
ることが考えられる。また電動キックボード
など、新しいパーソナルモビリティが使いや
すいといったニュアンスにすることも考えら
れる。

●施策４-５「誰もが移動しやすく利便性の高い多様な交通ネットワークの形成」
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主要
事業

意見 修正前 修正後

①
（庁内での検討）
「デジタル技術を活用した」だけではどのよ
うな技術か分かりにくいので、表現を修正

【事業概要】
外部環境（人口減少や社会保
障費の増大等）の変化を踏ま
え、デジタル技術を活用した
持続可能な維持管理手法を検
討し、実装します。

外部環境（人口減少や社会保
障費の増大等）の変化を踏ま
え、これまでの管理により蓄
積した情報をデジタルデータ
に置き換え、AI技術を用い
て損傷の確認や発生などを予
測することで、持続可能な維
持管理手法を検討し、実装し
ます。

●施策４-６「誰もが快適に暮らし過ごせる都市基盤と住環境の整備」
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主要
事業

意見 修正前 修正後

②

空き家と自転車は啓蒙活動が重要。空き家は
所有者がほったらかしにするのではなく、利
活用できるところはきちんと利活用していき
ましょうというのを啓蒙していくべき。

【事業概要】
管理不全空家等の発生を抑制
するための相談体制を拡充す
るとともに、所有者及び関係
者に対し、適切な維持・管理
ができるよう助言・指導を行
います。

区民等への啓発活動や所有者
等を対象とした相談体制を充
実させるなど、空家等の発生
を予防するとともに、適切な
維持・管理ができるよう助
言・指導を行います。

●施策４-６「誰もが快適に暮らし過ごせる都市基盤と住環境の整備」
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主要
事業

意見 修正前 修正後

③

自転車対策をあえて主要事業にした背景など
がないと分かりにくいのではないか。４－６
では自転車対策として主要事業となっている
が、活動としてはキャッシュレス化が挙げら
れており、整合が取れていない。放置自転車
対策の課題にしても、それがキャパが足りな
いのが問題なのかが見えない。

【事業概要】
・放置自転車対策では、シス
テムの更新と合わせコールセ
ンターを導入して、撤去運搬
及び保管所業務の最適化を図
ります。

・自転車等駐車場は、キャッ
シュレス対応を促進します。
・自転車を安全に楽しく活用
する仕組みづくりを推進しま
す。

・放置自転車管理システムの
更新やコールセンターの導入
等により、効果的・効率的な
放置自転車対策を推進し、区
内各駅の周辺環境を向上しま
す。

・自転車等駐車場の計画的な
改修・整備等について、検
討・実施するとともに、既存
施設の利便性向上に向けた取
組を進めます。

・環境にやさしく、機動性が
高い自転車を、安全かつ快適
に楽しみながら活用できる仕
組みづくりを推進します。

●施策４-６「誰もが快適に暮らし過ごせる都市基盤と住環境の整備」

※活動の修正は次スライド
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主要
事業

意見 修正前 修正後

③

自転車対策をあえて主要事業にした背景など
がないと分かりにくいのではないか。４－６
では自転車対策として主要事業となっている
が、活動としてはキャッシュレス化が挙げら
れており、整合が取れていない。放置自転車
対策の課題にしても、それがキャパが足りな
いのが問題なのかが見えない。

【活動】
・放置自転車管理システムの
更新及びコールセンターの導
入
・自転車等駐車場における
キャッシュレス収納促進

・効果的・効率的な放置自転
車対策の推進

・蒲田駅東口地下自転車駐車
場整備工事
【再掲】蒲田駅周辺のまちづ
くり（4-4-1）

・自転車等駐車場における利
用者サービスの向上

●施策４-６「誰もが快適に暮らし過ごせる都市基盤と住環境の整備」

※事業概要の修正は前スライド



基本目標４

27

主要
事業

意見 修正前 修正後

①

臨海部交通の拡充について、臨海部のなかの
交通よりも内陸部と臨海部とのアクセスが重
要。主要事業名では臨海部の中の交通と思わ
れてしまうので、事業名の修正を検討してほ
しい。

【主要事業名】
臨海部交通の拡充 内陸部と臨海部における交通

アクセスの向上

空港臨海部のビジョンを作っているので、そ
れにきちんと言及してほしい。大田区として
重要な場所であり検討を進めているうえで主
要事業にしたということが分かるように説明
をしてほしい。

ー
※実施計画書内に空港臨海部
グランドビジョン2040に関
する補足説明を追加

②
（庁内での検討）
区民に分かりやすい表現を取り入れた方がよ
いのではないか。

ー
※実施計画書内にHANEDA
GLOBAL WINGSに関する
補足説明を追加

●施策４-７「世界と日本をつなぐ空港臨海部のまちづくり」
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主要
事業

意見 修正前 修正後

①

パークマネジメントマスタープランについて、
記載に唐突感があり、区民からしても言葉に
馴染みがない。何を狙ってマスタープランを
作るのかの説明が必要。

【事業概要】
・公園づくりの羅針盤となる
パークマネジメントマスター
プランを策定し、これに基づ
く取組を推進します。

・多様化するニーズや変化す
る環境や社会情勢に対応し、
誰もが利用したくなる魅力的
な公園の実現に向けて、今後
の公園のあり方や利活用方針、
管理運営、整備方針等を示し
た公園づくりの羅針盤となる
（仮称）パークマネジメント
マスタープランを策定し、こ
れに基づく取組を推進します。

基本構想の議論の中で、こどもの一番の関心
ごとが公園と分かった。公園が区民満足度や
土地価格などにも影響し、政策的・経済的に
重要ということの認識が高まっている。マネ
ジメントマスタープランを作る意義として、
大田区は公園を通じて区民の満足度や土地の
魅力などを向上させていくということを謳っ
たうえで、それをしっかり計画に落としこん
でいく旨を分かりやすく記載した方がよい。
ただただ１つのプランを作るというように見
えないようにしてほしい。

施策の方向性「大規模公園・緑地の魅力向
上」のなかにパークマネジメントマスタープ
ランが入っていることに違和感がある。４－
８－1「大規模公園・緑地の魅力向上」と４－
８－２「身近な公園・緑地の魅力向上」にま
たがる内容ではないか。

●施策４-８「多彩で魅力ある公園・緑地づくり」
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主要
事業

意見 修正前 修正後

②
ここでいう大規模公園がどこかわからない。
羽田公園もここに含まれるのか。

ー
※実施計画書内に大規模公園
に関する補足説明を追加

③

利用率が低い小規模公園と書くと、小さい公
園は全部悪いみたいにも見えるので、規模で
示すのは違和感がある。実際に使われている
小規模公園もある。

【事業概要】
・～。また、利用率が低い小
規模公園において、公園拡張
の機会が訪れた際には、計画
的な拡張再整備に取組みます。

・～。また、小規模公園にお
いて、公園拡張の機会が訪れ
た際には、計画的な拡張再整
備に取組み、魅力の向上に努
めます。

小規模公園の積極的な意義を記載したほうが
望ましい。小規模公園も重要。

●施策４-８「多彩で魅力ある公園・緑地づくり」
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主要
事業

意見 修正前 修正後

ー

その他事業に「大田区緑の基本計画グリーン
プランおおたの推進」が記載されているが意
図はなにか。プランを書いてしまうと具体的
な事業が見えなくなってしまうので修正して
ほしい。

【実施計画事業】
・大田区緑の基本計グリーン
プランおおたの推進

※削除

●施策４-９「水とみどりのネットワークでやすらげる環境づくり」
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